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Interview
　住宅火災の際に気を付けなければな
らないのは、「逃げ遅れないこと」。煙
を吸い込み一酸化炭素中毒で動けなく
なるからです。最近の住宅やアパート
は高気密、高断熱化が進んでいます。
住んでは非常に快適ですが、火災の際
は有毒ガスや煙が室内に充満しやすい
のです。つまり、新しい住宅やアパー
トほど、逃げ遅れることが致命傷となっ
てしまうのです。
　火災はいきなり火が大きくなるもの
ではありません。燃え始めの煙が出て
間もない段階であれば、被害は最小限
で済み、人が命を落とすことはありま
せん。しかし、深夜、家族全員が寝て
いる状態だと、なかなか火災発生に気

住警器はいざというときのための大事な保険

誰
も
が
起
こ
し
た
く
な
い
、

被
害
に
あ
い
た
く
な
い
と
思
う「
火
災
」。

し
か
し
、
市
内
で
は
こ
こ
数
年

建
物
火
災
の
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
大
切
な
命
や
財
産
を

火
災
か
ら
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

表④ 平成 24年火災発生状況
迫町 登米町 東和町 中田町 豊里町 米山町 石越町 南方町 津山町 合計

建物 13 1 2 5 3 3 1 4 0 32
林野 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
車両 1 1 1 3
その他 5 2 1 1 2 1 2 3 1 18
合計 20 3 3 7 5 4 3 8 1 54

表① 平成 24年月別出火件数
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

合計

H24 3 4 9 7 4 2 4 4 4 5 4 4 54
H23 4 4 8 19 6 6 3 2 2 4 4 1 63
H22 5 2 5 6 1 4 5 4 6 1 6 1 46
H21 5 3 4 11 5 3 4 3 5 3 2 2 50
H20 2 9 12 13 4 8 3 2 2 4 7 3 69

表② 火災種別件数
建物 林野 車両 その他 合計

H24 32 1 3 18 54
H23 29 7 4 23 63
H22 18 5 9 14 46
H21 26 1 6 17 50
H20 33 3 5 28 69

表⑤ 町域別出火件数
迫町 登米町 東和町 中田町 豊里町 米山町 石越町 南方町 津山町 合計

H24 20 3 3 7 5 4 3 8 1 54
H23 14 3 2 15 7 10 4 5 3 63
H22 15 0 2 14 3 4 2 4 2 46
H21 13 5 1 9 4 8 4 5 1 50
H20 16 5 6 11 6 10 5 2 8 69

表③ 死傷者の発生状況
　　　 死者 負傷者 合計
H24 2 4 6
H23 0 4 4
H22 3 6 9
H21 2 10 12
H20 2 5 7

付きません。そこで、人に代わって、
いち早く火災に気付いてくれるのが住
警器です。本市でも、住警器が鳴り、
火災発生にいち早く気付き、軽い程度
のぼやで済んだという事例がありまし
た。住警器を設置することで、大切な
命と財産を守ることができるのです。
　新築の住宅やアパートは必ず住警器
を設置していますが、既存の建物につ
いては皆さんが設置しなければなりま
せん。住警器は「法律で義務化された
から設置する」ものではありません。
皆さんの大切な命と財産を守るために、
設置するものだと思います。自分たち
の命と財産は自分たちで守る。そのた
めの保険として住警器はあるのです。

登米市消防本部予防課
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弘
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▲

住警器には、煙感知型と熱感知型の
2種類があります。逃げ遅れを防止す
る面では、煙感知型が有効です。設置
場所は、壁か天井になります。▲

最近では、居間、寝室や台所など、
複数の部屋に設置したものを連動させ、
一斉に火災発生を知らせる無線連動型
などが販売されています。それぞれの
用途に合わせて選んでください。

近
年
増
加
し
て
い
る
住
宅
火
災

新
築
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
要
注
意

　

３
、４
月
は
、
非
常
に
空
気
が
乾

燥
し
、
風
が
強
く
な
る
た
め
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

本
市
で
も
３
、４
月
は
火
災
の
発
生

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
注

意
が
必
要
に
な
り
ま
す
【
表
①
参

照
】。

　

近
年
火
災
の
中
で
も
、
建
物
火

災
は
全
国
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
本
市
も
過
去
５
年
間
で

一
度
は
減
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す【
表

②
、
⑤
参
照
】。
昨
年
本
市
で
発
生

し
た
火
災
全
54
件
の
う
ち
、
約
60

㌫
に
当
た
る
32
件
が
建
物
火
災【
表

②
、
④
参
照
】。
そ
の
中
で
も
、
住

宅
火
災
の
割
合
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

住
宅
火
災
が
増
加
し
て
い
る
原

因
と
し
て
は
、
建
築
資
材
が
昔
と

比
べ
て
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
や
、
住

宅
内
に
置
か
れ
る
も
の
に
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
石
油
製
品
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
建
築
資
材
や
技
術
の
進
歩

に
伴
い
、
建
物
の
密
閉
度
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
快
適
な
生
活
が
で
き

る
反
面
、
火
災
時
に
は
ガ
ス
や
煙

が
発
生
し
や
す
く
、
室
内
に
充
満

し
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
住
宅

内
で
の
火
の
取
り
扱
い
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
意
を
払
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

火
災
で
の
命
取
り
は
逃
げ
遅
れ

煙
に
巻
か
れ
る
と
脱
出
が
困
難

　

火
災
発
生
時
に
焼
死
者
が
出
る

原
因
で
一
番
多
い
の
は
い
わ
ゆ
る

「
逃
げ
遅
れ
」。「
火
災
の
発
見
が
遅

れ
、
気
付
い
た
と
き
に
は
逃
げ
道

が
な
か
っ
た
」
や
「
煙
か
ら
逃
げ

ら
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
、
火
災
時

の
死
因
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
（
消
防
庁
調
べ
）。
本
市
で
も
昨

年
２
人
の
焼
死
者
が
出
て
い
ま
す

【
表
③
参
照
】。
住
宅
火
災
は
夕
食

の
準
備
時
間
と
深
夜
に
多
く
発
生

し
ま
す
。
深
夜
は
就
寝
中
の
た
め

火
災
の
発
生
に
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
く
見
ら
れ
、
気
付
い
た
と
き

に
は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

火
災
で
一
番
怖
い
の
は
煙
に
巻

か
れ
る
こ
と
で
す
。
火
災
で
の
犠

牲
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
煙
を
吸
い

込
ん
だ
こ
と
で
一
酸
化
炭
素
中
毒

に
な
り
、
動
け
な
く
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

逃
げ
遅
れ
の
一
番
の
原
因
は
煙
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

大
切
を
守
る
ツ
ー
ル
が
住
警
器

火
災
は
病
気
と
同
じ
で
予
防
を

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
（
以
下
、
住
警
器
）

が
あ
り
ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る

死
傷
者
数
の
低
減
を
目
的
に
、
平

成
16
年
に
消
防
法
が
改
正
、
同
18

年
か
ら
施
行
さ
れ
、
戸
建
住
宅
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
住

警
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
普
及
率
は
86
㌫

（
23
年
６
月
現
在
）
で
、
ま
だ
設

置
し
て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
す
。

「
台
所
」「
全
寝
室
」「
階
段
」、
条

例
ど
お
り
の
適
正
な
設
置
と
な
る

と
設
置
率
は
約
30
㌫
で
、
さ
ら
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
住
警
器
が
逃
げ
遅
れ
対
策

に
有
効
な
の
で
し
ょ
う
か
。
火
災

は
い
き
な
り
火
が
大
き
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
煙
が

出
て
火
種
が
く
す
ぶ
り
続
け
、
あ

る
温
度
に
達
す
る
と
突
然
火
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
火
が
大
き
く
な

る
ま
で
に
は
あ
る
程
度
時
間
が
あ

る
た
め
、
煙
を
感
知
し
た
住
警
器

が
反
応
し
、
住
人
が
早
い
段
階
で

火
災
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
い
段
階
で
火
災
に
気
付
け
ば
、

消
火
作
業
な
ど
の
行
動
が
起
こ
せ

ま
す
。
そ
し
て
外
に
逃
げ
る
時
間

も
つ
く
れ
る
の
で
す
。
住
警
器
を

設
置
す
る
こ
と
は
火
災
か
ら
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
住
警
器
の

設
置
が
必
要
な
の
で
す
。
た
だ
し
、

住
警
器
を
設
置
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
万
全
な
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
と
一
緒
で
、

一
番
大
切
な
の
は
起
こ
さ
な
い
よ

う
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
常
日
頃

か
ら
の
身
の
回
り
や
行
動
を
点
検

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
命
や
財
産
と
い
っ
た

「
自
分
の
大
切
」
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。


